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雜 報

〓 人 事

岡山醫科大學 教授從五 位　遠 藤 中 節

陞 敍高等官二等　 (三 月 三 日)

岡 山醫科大學助教授　 小 田 大 吉

耳 鼻咽喉科學研究 ノ爲獨逸國 ニ在留 ヲ命ス

(三 月 三 日)

陸軍一等軍醫正
正五 位勲 三等　 平 川 龍 造

任 陸軍軍醫監

(三 月 七 日)

下志津衛戍病院長
陸軍一等軍醫 正　 尾 崎 文 七 郎

補第九師團軍醫部長

第四師團軍醫部部員
陸軍二等軍醫 正　 岸 本 宗 治 郎

補 岡山衛戍病院長

(三 月 七 日)

衛 生技師　 竹 内 守 之 輔

六級 俸下賜　 (十年十二月三十一日)

從六位勳六等　 有 馬 玄

敍 動五等授瑞寳章

(三月十一 日)

岡山醫科大學助教授　 小 田 大 吉

在 外研究 中俸給 百分 ノ四十 ヲ支給 ス

(三月十三 日)

賜二等給　 陸軍一等 軍醫　 山 本 靖 造

(三月十八 日)

○ 皆 見 省 吾君　 昨年12月 上旬 出發　 ジヤ バ,

マ レー半 島.シ ヤム,マ ニラ等の南洋視察 を終へ

上 海を經て去1月 中旬長崎着の長崎丸にに無事歸

朝 せ られた り

○ 岡 貞 邦 君　豫 て岡山醫 科大學耳鼻咽喉科教

室 に勤 務 し居 られ し同君は先般 西宮市兵庫縣立懐

仁病院耳鼻咽喉科醫長に轉任せられたり

○中 島達 二君　は今般滿洲撫順滿鐵撫順醫院に

轉勤せられたり

○橋 本 健君　豫て岡山醫科大學津田外科教室

に勤務中の同君は別項の濟生會呉病院外科部長岡

田眞一君の後任として同院副院長兼外科部長に就

任せられたり

○菊 地岩 雄君　豫て岡山醫科大學石山外科教室

に勤務中の同君は先般和歌山市日本赤十字社支部

病院に轉勤せられたり

○菅 龍 正君　は豫て岡山醫科大學津田外科教

室に勤務し居られしが今般廣島縣蘆品郡府中町々

立病院長に就任せられたり

○光田利三郎君　豫て岡山醫科大學稻田内科教室

に於て研究中なりし同君は今般同教室を辭し岡山

市門田屋敷に於て開業せられたり

○岡 田眞一君　豫て呉市濟生會呉病院副院長兼

外科部長として勤務中の同君は今般其の職を辭し

呉市中通三丁目に於て開業せられたり

○宮 原修 藏君　は今般尼崎市寺町に移轉せられ

たり

○小 林壽 郎君　は區劃整理の爲め東京市牛込區

早稻田南町5に 移轉せられたり

○渡 邊 清君　は今般郷里岡山縣小田郡笠岡町

に歸郷開業せられたり

○平 木 潔君　は豫て日本生命保險會社高松支

店に勤務し居られしが今般徳島縣池田町同社出張

所に轉勤せられたり

○田部教授母堂　岡山醫科大學教授田部浩君の母

堂 は肺炎にて静養中な りしか本月13日 病革まり

遂に永眠 せられた り謹みて弦に弔意 を表す
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〓學位授與

佐藤幹,大 杉眞造の兩君は豫て論丈を岡山醫科大

學に提出し學位を請求し居られしが本年1月20日

の教授會を通過し本月16日 醫學博士の學位を授

與せられたり其主論文及参考論文は次の如し

佐 藤 幹 君

主 論 文

受精卵 ノ初期發育ニ關スル研 究

其1.「 マウス」受精卵管 中 ニ於 ケル發育(追

テ本誌 ニ發表 ノ豫定)

其 2.「 マウス」原始器官發生 ニ至 ル迄 ノ子宮

腔 中ニ於 ケル發育(特 ニ羊膜 形成機轉 ニ就

テ)(追 テ本誌 ニ發表 ノ豫定)

参考論文

其1.腦 下垂體原基 ノ發生 ニ關 スル研究

無尾兩棲類中蟾蜍 ニ於 ケル檢索(本 誌第46

年第1號 ニ發表セ リ)

其2.腦 下垂體原基 ノ形態學的發生 ニ關 スル研

究

有尾兩棲類 中岡山産「ヒ ノビウス」ニ於 ケル檢

索(本 誌第46年 第11號 ニ發表 セ リ)

其3.無 尾兩棲類腦下垂 體 ノ形態學 的竝 ニ組織

學的研究(本 誌第47年 第1號 ニ發表 セ リ)

其4.心 臟 原基 ノ發生 ニ關 スル研究(廣 島病

院同好會々報第2巻 第2號 ニ發表 セ リ)

其5.剥 離性大動脉 病 ノ1例 ニ就テ(宮 本義太

共著)(本 誌第45年 第1號 ニ發表 セ リ)

其6.子 宮頸 部癌 ニ對 スル「レン トゲ ン」「ラヂ

ウム」合併照射竝 ニ術 後豫防的後照射 ノ治療

成績ニ就 テ(正 岡旭共著)(日 本婦人 科學 會

雜誌第27巻 第3號 ニ發表 セ リ)

其7.紫 外線照射 ノ婦人科的疾患特 ニ子宮腟部

糜爛及ビ帶 下ニ對 スル效 果 ニ就テ(北 義保共

著)(實 践醫理學第2年 第4號 ニ發表 セ リ)

大 杉 眞 造 君

主 論 文

急性腹膜炎 ニ關 スル實驗 的竝ニ臨 牀的研究

其1.細 菌 性腹膜 炎ニ關 スル實驗的研 究(日

本外科學會雜誌第36囘 第3號 ニ發表 ス)

其2.腹 膜 炎毒素 ノ吸収 ニ關 スル實驗的研究

(日本 外科學會雜誌 第36囘 第4號 ニ發表 セ

リ)

其3.腹 膜炎竝 ニ腸閉塞 ニ對 スル胸腔臟器 ノ

態度(追 テ 日本外科學會雜誌 ニ發表 ノ豫

定)

其4.外 科的腹腔 内急性諸疾患 ニ於 ケル血清

毒力測定 ノ診斷的價値 ニ就 テ

實驗的竝 ニ臨牀的研究(日 本外科學會雜

誌第35囘 第12號 ニ發表 セ リ)

其5.急 性汎發性腹膜炎 ノ照射療 法ニ就 テ

實驗的竝 ニ臨牀的研究(日 本外科學會雜

誌第36囘 第6號 ニ發表 セ リ)

參考論文

其1.横 隔膜神 經捻除術 ノ呼吸運動 ニ及 ボス影

響 ニ就 テ　實驗 的研究(追 テ日本外科學 會

雜誌 ニ發表 ノ豫定)

其2.急 性穿孔性腹膜 炎 ニ就テ(本 誌 第44年

第7號 ニ發表 セ リ)

其3.「 トロ トラス ト」ニ ヨル肝脾造影術 ノ診断

的價値 ニ就 テ(東 京醫事新誌第2855號 ニ發

表 セ リ)

其4.眼 窩内 ヨ リ發生セ ル横紋筋 肉腫 ノ1例 ニ

就 テ(東 京醫 事新誌第2943號 ニ發表 セ リ)

其5.岡 山縣 ヲ中心 トスル中國四 國地方 ニ於 ケ

ル膽石症 ノ分布 ニ就テ(東 京醫 事新誌第2771

號 ニ發表セ リ)
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〓卒業詮書授與式

岡山醫科大學にては本月16日 本年卒業生82名 に

對し同學長室に於て卒業證書を授與したり其氏名

は次の如 し(イ ロハ順)

伊 賀 忠 博(廣 島縣)　 伊 庭 喬 樹(廣 島縣)

伊 藤 〓 彦(京 都府)　 井 坂 英 雄(岡 山縣)

井 出 守 義(廣 島縣)　 井 野 昌 治(廣 島縣)

橋 本 眞 平(岡 山縣)　 原 廣 三(岡 山縣)

保 崎 伊三郎(岡 山縣)　 本 郷 幹 二(岡 山縣)

戸 部 一 郎(岡 山縣)　 龍 治 好 道(岡 山縣)

奥 田 觀 士(岡 山縣)　 大 川 富 雄(大 阪府)

太 田 義 夫(岡 山縣)　 和 田 雅 之(岡 山縣)

金 澤 六 郎(兵 庫縣)　 笠 原 昇(福 岡縣)

甲 斐 太 郎(岡 山縣)　 柿 澤 達 彦(兵 庫縣)

吉 田 繁 男(岡 山縣)　 吉 田 道 孝(鳥 取縣)

吉 原 政 夫(鹿兒島縣)　高 見 信 三(岡 山縣)

高 野 雄 二(富 山縣)　 田房 松太郎(愛 媛縣)

田 尻 保(岡 山縣)　谷 正 志(岡 山縣)

津 田 次 郎(山 口縣)　 鶴 見 義 夫(岡 山縣)

中 島 節 夫(岡 山縣)　 村 本 昇(徳 島縣)

内 田 眞 二(岡 山縣)　 野 上 信 雄(岡 山縣)

黒 川 孝 一(滋 賀縣)　 桑 原 正(岡 山縣)

山 下 滿(岡 山縣)　 山 下 敬 三(香 川縣)

山 崎 孟(鳥 取縣)　 山 本 晋(徳 島縣)

山元 新太 郎(鹿兒島縣)　矢 野 俊 男(香 川縣)

前田 犬千代(高 知縣)　 前 田 和 之(兵 庫縣)

益 澤 博(愛媛 縣)　藤 本 忠 雄(廣 島縣)

藤 山 杏 平(岡 山縣)　 藤 田 茂(兵 庫縣)

福 武 豊 次(岡 山縣)　 舟 木 文 夫(兵 庫縣)

河 野 實(香 川縣)　 河 野 弘 二(大 阪府)

河 本 悦 二(廣 島縣)　 黄 乾 泰(臺 謎)

高坂 英 五郎(秋 田縣)　 近藤 佐武郎(廣 島縣)

五 島 洋(東京府)　 赤 塚 豪 男(三 重縣)

赤 塚 謹 一(兵 庫縣)　 淺 野 静 男(岡 山縣)

淺 山 秀 夫(京 都府)　 秋 山 頼 光(廣 島縣)

崔 聖 東(朝 鮮)　 澤 敏 彰(鳥 取縣)

里 村 隆(大阪府)　 木 戸 幸 雄(鳥 取縣)

木 下 直 幹(兵 庫縣)　 木 村 勉(兵 庫縣)

岸 村 彌 六(三 重縣)　 三 好 幸 三(岡 山縣)

三 島 利 雄(廣 島縣)　 三 船 歡 一(徳 島縣)

宮代 英 治郎(和歌山縣)　椎 木 悌 二(山 口縣)

宍 道 啓(島 根縣)　 人 見 一 夫(岡 山縣)

平 松 義 忠(岡 山縣)　 久 富 英 男(京 都府)

望 月 策 夫(廣 島縣)　 杉 原 正 毅(岡 山縣)

末 永 邦 忠(山 口縣)　 鈴 木 幸 夫(岡 山縣)

〓 入學 許 可

既記の如 く岡 山醫科大學 にては入學志願者が募集

人員 よ り超過せ しを以て本月17, 18の 兩 日選抜試

驗を執行 し次 の81名 に入學 を許可 した り

(五十音順)

相 浦 正 人(佐 賀縣)　 有 地 康 太(廣島縣)

生 幡 敏(山 口縣)　 石 井 忠 信(岡山縣)

石 井 正 義(岡 山縣)　 石 川 泰 輔(岡山縣)

石田 主基 男(岡 山縣)　 石 田 義 明(廣島縣)

稻 岡 温(岡 山縣)　 岩 野 郁 造(三重縣)

上 田 〓(岡 山縣)　 上 田 徹 也(岡山縣)

内 田 毅(岡 山縣)　生 山 昌 平(山梨縣)

岡 十 郎(岡 山縣)　 岡 村 岩 男(兵庫縣)

岡 本 正(岡 山縣)　 小 倉 道 郎(岡山縣)

尾 越 俊 三(廣島縣)　 大 島 博(徳島縣)

小 野 大 三(島 根縣)　 景 山 杏 祐(岡山縣)

片 木 正 雄(大 阪府)　 門 野 義 富(香川縣)

祇 園 若 二(岡 山縣)　 菊 地 敏 行(愛媛縣)

北 村 征 男(和歌山縣)　木 下 博 史(廣島縣)

木 村 繁(大 阪 府)　 木 木 静 磨(山 口縣)

清 川 義 雄(鹿兒島縣)　桑 原 四 郎(香川縣)

小 坂 淳 夫(岡 山縣)　 小手川 精行(大分縣)

小 西 信 夫(岡 山縣)　 古 谷 淳(岡山縣)

近 藤 良 一(徳 島縣)　 後 藤 睦 年(長野縣)

三分一 常也(山 口縣)　 篠 原 敏 夫(廣島縣)

神 寳 定 吾(岡 山縣)　 須 藤 五 郎(高知縣)

妹 尾 健 一(岡 山縣)　 薗 田 尚 次(京都府)

高 田 善 雄(富 山縣)　 高 橋 正 泰(兵庫縣)

瀧 澤 敏 正(岡 山縣)　 竹 林 和 美(岡山縣)

立 神 誠 三(岡 山縣)　 田 中 逸 穂(鳥取縣)

田野 口 忠 允(岡 山縣)　 玉 橋 茂 三(東京府)

玉 川 保(兵 庫縣)　 田 村 章(和歌山縣)

津 田 輝 義(岡 山縣)　 中 神 博(滋賀縣)

中村 正治郎(徳 島縣)　 長 尾 利 行(廣島縣)

西 田 勇(兵 庫縣)　 原 田 恒(岡山縣)

廣 瀬 英 雄(徳 島縣)　 弘 中 滿(山 口縣)

福 岡 弘(兵 庫縣)　 藤 井 千 秋(廣島縣)

藤 村 淳 一(香 川縣)　 古 谷 善 平(岡山縣)

益 田 義 行(廣 島縣)　 益 谷 達 志(岡山縣)

松 田 昌 雄(廣 島縣)　 三 木 正 樹(徳島縣)

三 村 勝(岡 山縣)　 宮 地 鐵 也(廣島縣)

宮 本 正 明(鳥 取縣)　 宮 本 詳 郎(岡山縣)

矢 谷 道 義(岡 山縣)　 矢 部 金 次(岡山縣)

山 崎 邦 男(佐 賀縣)　 山 崎 愼(廣島縣)

山 本 英 吉(岡 山縣)　 大 和 人 士(岡 山縣)

吉 田 正 義(岡 山縣)
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